
令和４年11月作成

上北自動車道
全線開通

祝

むつ尻屋崎I.C

むつ東通I.C

一般国道45号
上北天間林道路
（H30年度開通）

一般国道45号
天間林道路

（R4年度開通）

一般国道45号
上北道路

（H24年度開通）

（開通済）（開通済）

二ツ森
貝塚館

天王つつじまつり
（天王神社）

二ツ森貝塚は、定住発展期前半を
中心とした大規模な貝塚を伴う集
落で、湖沼地帯における生業や、
海進・海退など環境変化への適応
の実態を示す重要な遺跡です。

世界遺産
青森県の縄文遺跡群

二ツ森貝塚
二ツ森貝塚館

インバウンド需要の回復を
支援します！
　青森県内各地に点在する縄文遺跡は、R3年7月に世界遺産登録された
「北海道・北東北の縄文遺跡群」の一部を形成しており、七戸IC周辺ではR3
年4月に「二ツ森貝塚館」がオープンしました。
　今後、インバウンド需要の回復等も想定される中、上北自動車道の全線開
通による時間短縮で周遊性が向上し、広域周遊観光を支援していきます。

資料：青森県観光入込客統計
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直近5年間で
約4倍に増加

資料：二ツ森貝塚館ヒアリング結果
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【二ツ森貝塚館 来館者数の推移】
世界遺産登録(R3.7.27)
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八戸港

八戸駅

青森空港

青森港

三内
丸山遺跡

小牧野遺跡

二ツ森貝塚、
二ツ森貝塚館

長七谷地貝塚

是川石器時代遺跡

・H27センサス昼間12時間上下平均速度を基本（市道等は40km/h）
・H27以降の開通区間は規制速度

【算出条件】

【青森港・青森空港の90分圏】

：上北自動車道開通前 ：上北自動車道全線開通後
※青森港・青森空港から八戸市方面に

上北自動車道全線開通後

縄文遺跡

【移動ルートの変化】

【その他】
上北自動車道開通前

【青森港・青森空港からの90分圏の変化・縄文遺跡を巡る移動ルート(イメージ)】 【青森県の訪日外国人観光入込客数の推移】
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▲加工商品「黒にんにく」 ▲海外の商談会の様子

【青森県におけるにんにくの出荷量の推移】
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資料：木材加工会社ヒアリング結果
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【上北地域に位置する木材加工会社の
　　　　　　　　　　　製品出荷量推移】

【原木の搬入とLVLの出荷の流れ】

５割

２割県内各地から
毎日トラック数十台分の木材を

加工工場へ輸送

（千㎥）

資料：青森県の森林・林業（R3）

※素材生産量：用材（蒔炭材及びしいたけ原木除く）に
                               供される丸太等の生産量
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【青森県の素材生産量※の推移】

　優れた森林が豊富に存在している青森県では、近年素材生産量が増加傾向
です。
　上北自動車道のIC近傍には、平成27年に国内最大規模の木材加工工場が新
設され、平成31年には新工場を増設しました。
　加工される原木のうち、約５割は東青・下北地域から搬入され、関東をはじ
め全国へ出荷しており、製品出荷量は年々増加しています。
　上北自動車道延伸により、原木搬入から製品加工までの更なる効率化と生
産性向上に貢献します。

３割
東青地域

資料：八戸市民病院ヒアリング結果

　東北町、七戸町から三次救急医療施設への搬送は、約６割が八戸市
立市民病院へ搬送されています。
　上北自動車道延伸により搬送時間の短縮や安全走行区間の拡大を
可能とする他、ドクターカーの活動範囲の拡大に寄与します。

天間林道路開通後
上北林道路開通後

上北道路開通後
上北道路開通前

資料：中部上北広域事業組合消防本部
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【緊急搬送ルート】 【救急搬送の所要時間と
　　　救急搬送経路の安定走行区間割合※】

【八戸市民病院のドクターカー出動件数】
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出典：上北道路開通前・開通後：H22・H27全国道路・街路交通情勢調
　　　査混雑時旅行速度より算出
            上北天間林道路・天間林道路開通後：規制速度80km/hとして算出
        ※安定走行区間割合は、救急搬送経路のうち自動車が高速で安定し
　　　て走れる構造で造られた自動車専用道路区間の延長割合 
        ※救急搬送区間は、東北町千曳集落～八戸市立市民病院として算出
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市町村人口︓令和２年国勢調査

　一般国道45号は、宮城県仙台市を起点に太平洋沿岸地域をはじめ
八戸市や十和田市を経由し、一般国道4号と重複し青森市に至る幹線
道路です。
　一般国道４号と45号は県都青森市と第二の都市八戸市を直結する唯
一の幹線道路でありながら、急カーブ、急勾配、交通混雑、交通事故
多発等の問題が発生しています。
　上北道路、上北天間林道路及び天間林道路は、既に開通済みの第二
みちのく有料道路や百石道路へのアクセス強化を促し、地域間の連携
強化を担う総延長約24kmの自動車専用道路です。一般国道４号や45
号の交通混雑緩和や交通事故の減少、沿道環境の改善が期待されます。

平成17年3月18日  都市計画決定

 ((都)下田六戸線・上北天間林線）

平成17年度  上北道路事業着手

平成19年度  上北道路工事着手

平成20年度  上北天間林道路事業着手

平成23年度  上北天間林道路工事着手

平成24年度  天間林道路事業着手

平成24年度  上北道路開通

平成26年度  天間林道路工事着手

平成30年度 上北天間林道路開通

令和 ４年度  天間林道路開通
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　優れた森林が豊富に存在している青森県では、近年素材生産量が増加傾向
です。
　上北自動車道のIC近傍には、平成27年に国内最大規模の木材加工工場が新
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　上北自動車道延伸により、原木搬入から製品加工までの更なる効率化と生
産性向上に貢献します。
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資料：八戸市民病院ヒアリング結果

　東北町、七戸町から三次救急医療施設への搬送は、約６割が八戸市
立市民病院へ搬送されています。
　上北自動車道延伸により搬送時間の短縮や安全走行区間の拡大を
可能とする他、ドクターカーの活動範囲の拡大に寄与します。
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【緊急搬送ルート】 【救急搬送の所要時間と
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　　　査混雑時旅行速度より算出
            上北天間林道路・天間林道路開通後：規制速度80km/hとして算出
        ※安定走行区間割合は、救急搬送経路のうち自動車が高速で安定し
　　　て走れる構造で造られた自動車専用道路区間の延長割合 
        ※救急搬送区間は、東北町千曳集落～八戸市立市民病院として算出
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小牧野遺跡

二ツ森貝塚、
二ツ森貝塚館

長七谷地貝塚

是川石器時代遺跡

・H27センサス昼間12時間上下平均速度を基本（市道等は40km/h）
・H27以降の開通区間は規制速度

【算出条件】

【青森港・青森空港の90分圏】

：上北自動車道開通前 ：上北自動車道全線開通後
※青森港・青森空港から八戸市方面に

上北自動車道全線開通後

縄文遺跡

【移動ルートの変化】

【その他】
上北自動車道開通前

【青森港・青森空港からの90分圏の変化・縄文遺跡を巡る移動ルート(イメージ)】 【青森県の訪日外国人観光入込客数の推移】
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▲加工商品「黒にんにく」 ▲海外の商談会の様子

【青森県におけるにんにくの出荷量の推移】
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【にんにくの輸送ルート】 【にんにくの全国シェア】

資料：作物統計調査（R2）

一般 一般

資料：作物統計調査（R2）

資料：木材加工会社ヒアリング結果

(千㎥)
上北天間林道路
(H31.3開通)

9 

57 65 67 67 

103 

141 

0

40

80

120

160

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

木材加工工場
(H２７．５新設)

木材加工工場
(H31．4新設)

【上北地域に位置する木材加工会社の
　　　　　　　　　　　製品出荷量推移】

【原木の搬入とLVLの出荷の流れ】

５割

２割県内各地から
毎日トラック数十台分の木材を

加工工場へ輸送

（千㎥）

資料：青森県の森林・林業（R3）

※素材生産量：用材（蒔炭材及びしいたけ原木除く）に
                               供される丸太等の生産量
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【青森県の素材生産量※の推移】

　優れた森林が豊富に存在している青森県では、近年素材生産量が増加傾向
です。
　上北自動車道のIC近傍には、平成27年に国内最大規模の木材加工工場が新
設され、平成31年には新工場を増設しました。
　加工される原木のうち、約５割は東青・下北地域から搬入され、関東をはじ
め全国へ出荷しており、製品出荷量は年々増加しています。
　上北自動車道延伸により、原木搬入から製品加工までの更なる効率化と生
産性向上に貢献します。

３割
東青地域

資料：八戸市民病院ヒアリング結果

　東北町、七戸町から三次救急医療施設への搬送は、約６割が八戸市
立市民病院へ搬送されています。
　上北自動車道延伸により搬送時間の短縮や安全走行区間の拡大を
可能とする他、ドクターカーの活動範囲の拡大に寄与します。

天間林道路開通後
上北林道路開通後

上北道路開通後
上北道路開通前

資料：中部上北広域事業組合消防本部
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【緊急搬送ルート】 【救急搬送の所要時間と
　　　救急搬送経路の安定走行区間割合※】

【八戸市民病院のドクターカー出動件数】
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約1.4倍に

（件/年）

出典：上北道路開通前・開通後：H22・H27全国道路・街路交通情勢調
　　　査混雑時旅行速度より算出
            上北天間林道路・天間林道路開通後：規制速度80km/hとして算出
        ※安定走行区間割合は、救急搬送経路のうち自動車が高速で安定し
　　　て走れる構造で造られた自動車専用道路区間の延長割合 
        ※救急搬送区間は、東北町千曳集落～八戸市立市民病院として算出


